
告

示

規

則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位

置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
五
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則(

平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
福
島
県
営
梅
ケ
丘
団
地
の
項
中｢

二
十
六
号
棟｣

を｢

二
十
七
号
棟｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

建
築
住
宅
課)

福
島
県
規
則
第
六
号

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則(

昭

和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
新
ふ
く
し
ま
農
業
協
同
組
合
の
項
中

｢

す
ぎ
の
め
支
所｣

を

｢

す
ぎ
の
め
支
店｣

に
、

｢

茂
庭
支
所
、
庭
坂
支
所｣

を｢

茂
庭
支
店
、
庭
坂
支
店｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

出
納
総
務
課)

福
島
県
告
示
第
九
十
七
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

九
三

○
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び

に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

九
三

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た

め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

九
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の

所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た

件

九
四

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の

事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

九
四

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の

事
業
を
再
開
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

九
四

○
患
畜
又
は
疑
似
患
畜
の
発
見
に
つ
い
て

届
出
が
あ
っ
た
件

九
四

○
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
認
証
し
た

件

九
五

○
土
地
改
良
法
に
よ
り
換
地
計
画
を
定
め

た
件

九
五

○
土
地
改
良
法
に
よ
り
換
地
処
分
を
し
た

件
三
件

九
五

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件
三
件

九
五

○
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
と
し

て
指
定
し
た
件

九
六

○
車
両
制
限
令
の
規
定
に
よ
り
道
路
を
指

定
し
、
及
び
通
行
方
法
を
定
め
る
件

九
六

公

告

○
二
月
県
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議
決
さ

れ
た
予
算
の
要
領
を
公
表
す
る
件

九
七

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

九
七

○
免
税
証
を
無
効
と
す
る
件

九
八

○
地
方
税
法
に
よ
り
特
約
業
者
の
指
定
を

取
り
消
し
た
件

九
八

○
種
畜
証
明
書
を
交
付
し
た
件

九
八

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
よ
り
公
開
に
よ

る
聴
聞
を
行
う
件
四
件

九
九

福
島
県
警
察
本
部

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
〇
〇

福
島
県
福
島
警
察
署

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
〇
一

福
島
県
郡
山
警
察
署

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
〇
二

福
島
県
い
わ
き
警
察
署

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
〇
三

福
島
県
収
用
委
員
会

○
裁
決
書
の
正
本
を
公
示
送
達
す
る
た
め

告
示
す
る
件

一
〇
四

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
す
く
い
網
漁
業
に
つ
い
て
指
示
す
る
件

一
〇
五

○
こ
う
な
ご
電
気
棒
受
網
漁
業
に
つ
い
て

指
示
す
る
件

一
〇
五



第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

こ
ば
や
し
子
ど
も
・
内
科
ク

伊
達
市
梁
川
町
字
内
町
四
七

平
成
二
〇
年
一

リ
ニ
ッ
ク

二
月
一
日

み
な
み
あ
い
づ
眼
科

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
大
坪
一
六
│
一

平
成
二
一
年
二

月
一
日

耳
鼻
咽
喉
科
あ
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク

同

郡
同

町
永
田
字
風
下
二
│
一

同

相
原
歯
科
医
院

伊
達
郡
川
俣
町
字
瓦
町
六
二

同

年
一

月
一
日

ラ
イ
フ
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

須
賀
川
市
岡
東
町
一
四
八
│
二

同

本
郷
歯
科
診
療
所

大
沼
郡
会
津
美
里
町
字
川
原
町
甲
一
八
二
三
│
一

同

年
同

月
五
日

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
ダ
イ
マ
ル

南
会
津
郡
南
会
津
町
永
田
字
風
下
甲
二
│
三

同

年
二

月
一
日

あ
い
田
島
薬
局

同

郡
同

町
田
島
字
大
坪
一
六
│
一

同

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
九
十
八
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

所

在

地

名

称

変

更

前

変

更

後

ほ
ば
ら
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

伊
達
市
保
原
町
字
赤
橋
三
七

伊
達
市
保
原
町
字
岡
代
一
〇

ン

│
五

│
一

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
九
十
九
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

小
林
内
科
医
院

伊
達
市
梁
川
町
字
内
町
四
七

平
成
二
〇
年
一
一

月
三
〇
日

医
療
法
人
金
子
医
院

相
馬
市
中
村
字
曲
田
一
三
〇

同

医
療
法
人
明
精
会
本
郷
診
療
所

大
沼
郡
会
津
美
里
町
字
瀬
戸
町
甲
三
一
六
二

同

年
一
二

月
三
一
日

相
原
歯
科
医
院

伊
達
郡
川
俣
町
字
瓦
町
六
二

同(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
百
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
再
開
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

再
開
年
月
日

あ
け
ぼ
の
薬
局
新
白
河
店

白
河
市
豊
地
弥
次
郎
九
一
│
一

平
成
二
〇
年
一
一

月
一
七
日

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
百
一
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号)

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
が
患
畜
又
は
疑
似
患
畜
と
な
っ
た
こ
と
の
発
見
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

病

名

畜

種

患
畜
及
び
疑
似

発
見
頭
数

発
見
の
場
所

発
見
年
月
日

摘

要

患
畜
の
区
分

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

三
頭

い
わ
き
市

平
成
二
一
年

命
令
殺

二
月
一
二
日

(

畜

産

課)
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県
道
会
津
若
松
裏
磐

梯
線 路

線

名

県
道
熊
倉
塩
川
線

路

線

名

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
桧
原
字
狐
山
一
一
三
〇
番

六
〇
地
先
か
ら

同

郡
同

村
大
字
桧
原
字
狐
山
一
一
三
〇
番

六
六
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

喜
多
方
市
塩
川
町
大
字
小
府
根
字
古
屋
敷
四
四
番

一
地
先
か
ら

同

市
塩
川
町
大
字
小
府
根
字
蓮
沼
三
二
番
四

地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
二
一
年
二
月

二
〇
日

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
一
年
二
月

二
〇
日

供
用
開
始
の
期
日

福
島
県
告
示
第
百
二
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
会
津
若
松

市
の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

会
津
若
松
市

二

成
果
の
名
称

会
津
若
松
市
湊
町
大
字
平
潟
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
三
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

長
屋
地
区
の
県
営
区
画
整
理
事
業
に
係
る
換
地
計
画
を
定
め
た
。
こ
の
定
め
に
係
る
関
係
書
類
を
次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
か
ら(

二
十
二
日
間)

同

年
三
月
十
六
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

本
宮
市
役
所

(
農
地
管
理
課)

福
島
県
告
示
第
百
四
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
二
月
十
日
染
地
区
の
県
営
区
画
整
理
事
業
に
係
る
換
地
処
分
を
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
地
管
理
課)

福
島
県
告
示
第
百
五
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
二
月
九
日
西
側
地
区
の
県
営
区
画
整
理
事
業
に
係
る
第
１
換
地
区
の
換
地
処
分
を
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
地
管
理
課)

福
島
県
告
示
第
百
六
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
二
月
九
日
西
側
地
区
の
県
営
区
画
整
理
事
業
に
係
る
第
２
換
地
区
の
換
地
処
分
を
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
地
管
理
課)

福
島
県
告
示
第
百
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方

建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方

建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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国
道
四
五
九
号

路

線

名

耶
麻
郡
西
会
津
町
奥
川
大
字
飯
里
字
宮
ノ
上
二
四

八
九
番
地
先
か
ら

同

郡
同

町
奥
川
大
字
飯
里
字
宮
ノ
上
二
三

三
二
番
二
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
二
一
年
二
月

二
〇
日

供
用
開
始
の
期
日

県
道
須
賀
川
二
本
松

線 県
道
中
野
須
賀
川
線

県
道
矢
吹
小
野
線

一
般
国
道
一
一
八
号

路

線

名

公

告
郡
山
市
笹
川
一
丁
目
二
七
六
番
二
地
先
か
ら

同

市
安
積
町
日
出
山
三
丁
目
二
八
一
番
地
先
ま
で

須
賀
川
市
牛
袋
町
一
一
三
番
地
先
か
ら

同

市
牛
袋
町
八
五
番
地
先
ま
で

石
川
郡
平
田
村
大
字
上
�
田
字
古
屋
敷
八
五
番
一
地
先
か
ら

田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
馬
番
八
番
九
地
先
ま
で

須
賀
川
市
大
黒
町
一
四
番
一
五
地
先
か
ら

同

市
牛
袋
町
八
五
番
地
先
ま
で

区

間

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
九
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方

建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
十
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法(

平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号)

第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
及
び
そ
の
区
間
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

路

線

名

区

間

県
道
庭
坂
福
島
線

福
島
市
野
田
町
四
丁
目
三
二
一
番
六
地
先
か
ら
同
市
三
河
北
町
八
六
番

一
地
先
ま
で
の
下
り
線

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
十
一
号

車
両
制
限
令(

昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号)

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
道

路
の
構
造
の
保
全
及
び
交
通
の
危
険
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
指
定
す
る
道
路
並
び
に
同
令
第

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一

メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

二

指
定
す
る
期
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

三

通
行
方
法

高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
が
一
の
表
上
欄
に
掲
げ
る
路
線

名
の
道
路
の
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
区
間
を
通
行
す
る
場
合
は
、
次
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

１

走
行
位
置
の
指
定

ト
ン
ネ
ル
等
の
上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施

設
等
に
出
入
り
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木
等
の
上
空
障

害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。

２

後
方
警
戒
措
置

後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
〇
・
二

三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上(

又
は
横
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
〇
・

二
三
メ
ー
ト
ル
以
上)

の
地
が
黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射
塗
装
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料

で｢

背
高｣

と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
方
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。

３

道
路
情
報
の
収
集

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
情

報
を
収
集
し
、
上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。

(

道
路
計
画
課)
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歳
出

合
計

７

款

歳
入

合
計

14

款

商
工
費

諸
収
入

１

項

４

項

商
工
業
費

貸
付
金

元
利
収
入

842,904,417

55,053,430

55,582,826

補
正
前
の
額

842,904,417

59,316,572

74,650,539

補
正
前
の
額

10,000,000

10,000,000

10,000,000

補
正

額

10,000,000

10,000,000

10,000,000

補
正

額

852,904,417

65,053,430

65,582,826

計

852,904,417

69,316,572

84,650,539

計

公
告
第
八
十
三
号

平
成
二
十
一
年
二
月
福
島
県
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度
の
福
島
県
一
般
会

計
補
正
予
算
の
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

平
成
20年
度
福
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
(第
４
号
)

平
成
20年
度
福
島
県
一
般
会
計
の
補
正
予
算
(第
４
号
)
は
､
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
)

第
１
条

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10,000,000千

円
を
追
加
し
､
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
852,904,417千

円
と
す
る
｡

２
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
金
額
は
､
｢第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正
｣
に
よ
る
｡

第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正

歳
入

(単
位
千
円
)

歳
出

(単
位
千
円
)

(

総

務

課)

公
告
第
八
十
四
号

給
与
シ
ス
テ
ム
入
力
デ
ー
タ
変
換
業
務(

デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー
業
務)

委
託
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下｢

施

行
令｣

と
い
う
。)

第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則(

昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規

則
第
十
七
号
。
以
下｢

財
務
規
則｣

と
い
う
。)

第
二
百
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

件
名
及
び
予
定
数
量

給
与
シ
ス
テ
ム
入
力
デ
ー
タ
変
換
業
務(

デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー
業
務)

一
式

一�

一
般
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー

三
十
八
万
四
千
百
件

二�

例
月
給
与

二
千
件

三�

給
与
口
座
管
理

二
千
八
百
件

２

業
務
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

３

履
行
期
間

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

４

履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

１

施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
入
札
参
加
資
格
制
限
措
置
又
は
指
名

停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

３

一
般
デ
ー
タ(

一
バ
イ
ト
文
字
の
み
の
デ
ー
タ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

及
び
日
本
語
デ
ー
タ

(

一
バ
イ
ト
文
字
と
二
バ
イ
ト
文
字
が
混
在
す
る
デ
ー
タ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
平
均
文
字

数
を
そ
れ
ぞ
れ
六
十
八
文
字
及
び
四
十
八
文
字
と
し
て
、
一
日
当
た
り
、
一
般
デ
ー
タ
を
一
万
件

以
上
又
は
日
本
語
デ
ー
タ
を
千
件
以
上
処
理
す
る
能
力
を
有
し
、
か
つ
、
一
般
デ
ー
タ
を
処
理
す

る
場
合
、
午
後
一
時
に
七
千
件
の
入
力
デ
ー
タ
を
受
け
取
り
、
翌
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
成
果
品

を
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
理
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
、
二
の
３
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
提
出
し
、
当

該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

１

提
出
期
間

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日(

金)

か
ら
同
年
三
月
九
日(

月)

ま
で(

土
曜
日

及
び
日
曜
日
を
除
く
。)

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

２

提
出
場
所

郵
便
番
号
九
六
〇
│
八
六
七
〇

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

福
島
県
総
務
部
人
事
総
室
人
事
課

電
話
〇
二
四
│
五
二
一
│
七
〇
七
一

３

提
出
方
法

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
平

成
二
十
一
年
三
月
九
日(

月)

午
後
五
時
三
十
分
ま
で
必
着
と
す
る
。

四

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

１

日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日(

水)

午
前
九
時
三
十
分
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２

場
所

福
島
県
庁
西
庁
舎
四
階
総
務
部
人
事
総
室
人
事
課
分
室
一(

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二

番
十
六
号)

五

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

１

入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
一
の
１
の
一�
か
ら
三�
ま
で
の
項
目
ご
と
の
入

札
金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
三
以
上
の
額
の
入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
財
務
規
則
第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
入

札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
。

２

契
約
保
証
金

落
札
者
は
、
一
の
１
の
一�
か
ら
三�
ま
で
の
項
目
ご
と
の
契
約
金
額
の
合
計
額
の

百
分
の
五
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
財
務
規
則
第
二

百
二
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
契
約
保
証
金
の
全
部
又

は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
。

六

入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
封
印
し
た
入
札
書
を
入
札
書
の
提
出
期
限
ま
で

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
提
出
し
た
書
類
に

関
し
福
島
県
知
事
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

入
札
の
無
効

二
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

八

入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
、
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
降
で
予
算
の

執
行
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
、
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
。

九

そ
の
他

１

入
札
方
法

入
札
書
に
は
、
一
の
１
の
一�
か
ら
三�
ま
で
の
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ご
と
の

単
価
及
び
当
該
単
価
に
予
定
数
量
を
乗
じ
て
得
た
額
を
記
載
す
る
こ
と
。

な
お
、
落
札
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百

五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２

落
札
者
の
決
定
方
法

一
の
１
の
一�
か
ら
三�
ま
で
の
項
目
ご
と
の
入
札
金
額
の
そ
れ
ぞ
れ
が
予

定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
一
の
１
の
一�
か
ら
三�
ま
で
の
項
目
ご
と
の
入
札

金
額
の
合
計
額
の
最
低
額
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
も
の
を
落
札
者
と
す
る
。

３

契
約
書
作
成
の
要
否

要

４

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(

人

事

課)

公
告
第
八
十
五
号

次
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
十
月
八
日
南
相
馬
市
内
に
お
い
て
亡
失
し
た

旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
日
以
降
当
該
軽
油
引
取
税
免
税
証
は
無
効
と
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

亡
失
し
た
軽
油
引
取
税
免
税
証
の
様
式
及
び
種
類

番

号

枚

数

地
方
税
法
施
行
規
則(

昭
和
二
九
年
総
理
府
令
第
二

Ｆ
Ｇ
六
八
〇
一
九
〇
〇

一
枚

三
号)

第
一
八
条
に
規
定
す
る
第
三
六
号
様
式
一
〇

〇
リ
ッ
ト
ル
券

(

税

務

課)

公
告
第
八
十
六
号

地
方
税
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号)

第
七
百
条
の
六
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
約
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

氏
名
又
は
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
又
は
事
業

指
定
取
消
年
月
日

所
の
所
在
地

合
名
会
社
冠
木
商
店

冠
木

啓
次

喜
多
方
市
字
一
丁
目
四
五

平
成
二
〇
年
一
二
月
三
一
日

三
六

(

税

務

課)

公
告
第
八
十
七
号

家
畜
改
良
増
殖
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号)

第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
種
畜

証
明
書
を
次
の
と
お
り
交
付
し
た
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

血

統

飼

養

者

種

畜

家
畜

証
明
書

の
種

品
種

名

前

産
地

父

氏
名
又

番

号

類

住

所

は
名
称

母

伊
達
郡

グ
ロ
ー
バ

平
二
〇

大
ヨ

Ｗ
１
７
│
３
２

川
俣
町

ル
ピ
ッ
グ

福
島
臨

豚

ー
ク

Ｆ
Ｗ
２
６
７

新
潟

大
字
山

フ
ァ
ー
ム

三
第
一

シ
ャ

県

木
屋
字

株
式
会
社

六
号

ー

Ｗ
Ｇ
２
４
１
０
Ｎ

細
畑
東

福
島
農
場

山
四
五
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平
二
〇

ラ
ン

Ｌ
６
│
９
４

福
島
臨

同

ド
レ

Ｆ
Ｌ
２
６
８

同

同

同

三
第
一

ー
ス

Ｌ
Ｐ
２
３
５
２
Ｔ

七
号

平
二
〇

デ
ュ

Ｄ
３
０
│
１
９

福
島
臨

同

ロ
ッ

Ｆ
Ｄ
２
６
９

同

同

同

三
第
一

ク

Ｄ
Ｂ
２
１
４
０

八
号

平
二
〇

Ｄ
１
３
│
７
７

福
島
臨

同

同

Ｆ
Ｄ
２
７
０

同

同

同

三
第
一

Ｄ
Ｓ
２
１
４
８

九
号

平
二
〇

Ｄ
１
８
│
３
９

福
島
臨

同

同

Ｆ
Ｄ
２
７
１

同

同

同

三
第
二

Ｄ
Ｇ
２
５
６
４

〇
号

平
二
〇

大
ヨ

Ｗ
１
８
│
７
４

福
島
臨

同

ー
ク

Ｆ
Ｗ
２
７
２

同

同

同

三
第
二

シ
ャ

Ｗ
Ｇ
２
４
１
７

一
号

ー

平
二
〇

デ
ュ

Ｄ
１
３
│
７
７

福
島
臨

同

ロ
ッ

Ｆ
Ｄ
２
７
３

同

同

同

三
第
二

ク

Ｄ
Ｓ
１
３
４
５

二
号

平
二
〇

Ｄ
１
３
│
７
７

福
島
臨

同

同

Ｆ
Ｄ
２
７
４

同

同

同

三
第
二

Ｄ
Ｐ
２
４
０
５

三
号

平
二
〇

Ｄ
２
７
│
２
４

福
島
臨

同

同

Ｆ
Ｄ
２
７
５

同

同

同

三
第
二

四
号

Ｄ
Ｓ
１
３
４
２

平
二
〇

Ｄ
５
５
│
１

福
島
臨

同

同

Ｆ
Ｄ
２
７
６

同

同

同

三
第
二

Ｄ
Ｙ
２
４
７
２
Ａ

五
号

平
二
〇

大
ヨ

Ｗ
１
９
│
４
７

福
島
臨

同

ー
ク

Ｆ
Ｗ
２
７
７

同

同

同

三
第
二

シ
ャ

Ｗ
オ
２
１
６
４

六
号

ー

平
二
〇

ラ
ン

Ｌ
６
│
９
４

福
島
臨

同

ド
レ

Ｆ
Ｌ
２
７
８

同

同

同

三
第
二

ー
ス

Ｌ
オ
２
１
５
８

七
号

(

畜

産

課)

公
告
第
八
十
八
号

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

聴
聞
の
日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
五
日

午
前
十
時

二

聴
聞
の
場
所

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

県
庁
西
庁
舎
四
階
四
〇
一
会
議
室

三

聴
聞
の
内
容

福
島
市
大
森
字
高
田
九
番
地
有
限
会
社
大
富
建
設
が
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
該
当
す
る
た
め

(

建
築
指
導
課)

公
告
第
八
十
九
号

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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福
島
県
警
察
本
部

一

聴
聞
の
日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
五
日

午
後
一
時

二

聴
聞
の
場
所

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

県
庁
西
庁
舎
四
階
四
〇
一
会
議
室

三

聴
聞
の
内
容

会
津
若
松
市
館
脇
町
十
番
三
十
五
号
城
見
荘
一
号
松
長
不
動
産
商
会
が
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
た
め

(

建
築
指
導
課)

公
告
第
九
十
号

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

聴
聞
の
日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

午
後
一
時

二

聴
聞
の
場
所

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

県
庁
西
庁
舎
四
階
四
〇
一
会
議
室

三

聴
聞
の
内
容

郡
山
市
開
成
四
丁
目
十
三
番
十
六
号
開
成
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｄ
棟
二
〇
四
東
新
企
画
不
動

産
部
有
限
会
社
が
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
た
め

(

建
築
指
導
課)

公
告
第
九
十
一
号

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

聴
聞
の
日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

午
後
三
時

二

聴
聞
の
場
所

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

県
庁
西
庁
舎
四
階
四
〇
一
会
議
室

三

聴
聞
の
内
容

郡
山
市
虎
丸
町
十
八
番
四
号
有
限
会
社
葵
地
所
が
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
該
当
す
る
た
め

(

建
築
指
導
課)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
４
号

運
転
免
許
証
更
新
連
絡
業
務
及
び
高
齢
者
講
習
受
講
通
知
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一

般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年
政
令
第
16号
｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い

う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財

務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
21年
２
月
20日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
予
定
数
量

運
転
免
許
証
更
新
連
絡
業
務
及
び
高
齢
者
講
習
受
講
通
知
業
務
406,000件

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
21年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
入
札
参
加
資
格
制
限
措
置
又
は
指
名
停
止

を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
会
社
更
生
法
(平
成
14年

法
律
第
154号

)
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て

い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
(平
成
11年

法
律
第
225号

)
の
規
定
に
よ
る
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い

る
者
に
あ
っ
て
は
､
当
該
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
に
､
こ
の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
現
に
法
人
税
､
法
人
事
業
税
､
法
人
県
民
税
､
自
動
車
税
､
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に

社
会
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
純
資
産
1,000万

円
以
上
の
株
式
会
社
若
し
く
は
正
味
財
産
1,000万

円
以
上
の
法
人
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
法
人
の
設
立
の
日
か
ら
当
該
入
札
の
日
ま
で
３
年
を
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
仕
様
書
に
定
め
る
業
務
内
容
と
同
程
度
の
業
務
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
業
務
を
確
実
に

履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
21年
３
月
６
日
(金
)

午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
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福
島
県
福
島
警
察
署

を
受
け
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
入
札
係

電
話
番
号
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
２
月
24日

(火
)
午
前
10時
30分

福
島
県
警
察

本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
３
月
23日

(月
)
午
後
４
時
30分

�
に
掲
げ

る
場
所
に
同
じ
｡

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
21年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法
入
札
書
に
は
､
運
転
免
許
証
更
新
連
絡
業
務
及
び
高
齢
者
講
習
受
講
通
知
業
務
１

件
当
た
り
の
単
価
に
予
定
数
量
を
乗
じ
て
得
た
額
を
記
載
す
る
こ
と
｡

な
お
､
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
福
島
警
察
署
公
告
第
１
号

福
島
警
察
署
放
置
車
両
確
認
事
務
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地

方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項

及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
21年
２
月
20日

福
島
県
福
島
警
察
署
長
菅
野
憲
司

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
福
島
警
察
署
放
置
車
両
確
認
事
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
21年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
福
島
警
察
署
の
管
轄
区
域

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
入
札
参
加
資
格
制
限
措
置
又
は
指
名
停
止

を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
会
社
更
生
法
(平
成
14年

法
律
第
154号

)
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て

い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
(平
成
11年

法
律
第
225号

)
の
規
定
に
よ
る
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い

る
者
に
あ
っ
て
は
､
当
該
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
に
､
こ
の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
現
に
法
人
税
､
法
人
事
業
税
､
法
人
県
民
税
､
自
動
車
税
､
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に

社
会
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
純
資
産
1,000万

円
以
上
の
株
式
会
社
若
し
く
は
正
味
財
産
1,000万

円
以
上
の
法
人
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
法
人
の
設
立
の
日
か
ら
当
該
入
札
の
日
ま
で
３
年
を
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
仕
様
書
に
定
め
る
業
務
内
容
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
し
得
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
ま
で
に
道
路
交
通
法
(昭
和
35年

法
律
第
105号

)
第
51条

の
８
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
福
島
県
公
安
委
員
会
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
｡
た
だ
し
､
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
｡

ア
道
路
交
通
法
第
51条
の
９
の
規
定
に
よ
る
福
島
県
公
安
委
員
会
の
適
合
命
令
を
受
け
て
お
り
､

当
該
命
令
に
係
る
必
要
な
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

イ
道
路
交
通
法
第
51条
の
10各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
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福
島
県
郡
山
警
察
署

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
21年
３
月
６
日
(金
)

午
後
５
時
30分
ま
で
に
､
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

の
確
認
を
受
け
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8101

福
島
県
福
島
市
上
町
７
番
31号

福
島
県
福
島
警
察
署
庶
務
課

電
話
024-522-2121

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
２
月
27日

(金
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
福
島

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室
(福
島
県
福
島
市
町
庭
坂
字
大
原
１
番
１
号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
３
月
23日

(月
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
福

島
警
察
署
４
階
大
会
議
室

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
21年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(庶
務
課
)

福
島
県
郡
山
警
察
署
公
告
第
１
号

郡
山
警
察
署
放
置
車
両
確
認
事
務
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地

方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項

及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
21年
２
月
20日

福
島
県
郡
山
警
察
署
長
菊
地

俊
１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
郡
山
警
察
署
放
置
車
両
確
認
事
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
21年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
郡
山
警
察
署
の
管
轄
区
域

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
入
札
参
加
資
格
制
限
措
置
又
は
指
名
停
止

を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
会
社
更
生
法
(平
成
14年

法
律
第
154号

)
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て

い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
(平
成
11年

法
律
第
225号

)
の
規
定
に
よ
る
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い

る
者
に
あ
っ
て
は
､
当
該
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
に
､
こ
の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
現
に
法
人
税
､
法
人
事
業
税
､
法
人
県
民
税
､
自
動
車
税
､
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に

社
会
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
純
資
産
1,000万

円
以
上
の
株
式
会
社
若
し
く
は
正
味
財
産
1,000万

円
以
上
の
法
人
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
法
人
の
設
立
の
日
か
ら
当
該
入
札
の
日
ま
で
３
年
を
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
仕
様
書
に
定
め
る
業
務
内
容
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
し
得
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
ま
で
に
道
路
交
通
法
(昭
和
35年

法
律
第
105号

)
第
51条

の
８
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
福
島
県
公
安
委
員
会
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
｡
た
だ
し
､
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
｡

ア
道
路
交
通
法
第
51条
の
９
の
規
定
に
よ
る
福
島
県
公
安
委
員
会
の
適
合
命
令
を
受
け
て
お
り
､

当
該
命
令
に
係
る
必
要
な
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

イ
道
路
交
通
法
第
51条
の
10各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
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福
島
県
い
わ
き
警
察
署

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
21年
３
月
６
日
(金
)

午
後
５
時
30分
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の

確
認
を
受
け
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
963-8842

福
島
県
郡
山
市
字
城
清
水
23番
地

福
島
県
郡
山
警
察
署
庶
務
課

電
話
024-922-2800

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
２
月
27日

(金
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
福
島

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
４
階
(福
島
県
福
島
市
町
庭
坂
字
大
原
１
番
１
号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
３
月
23日

(月
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
郡

山
警
察
署
４
階
大
会
議
室
(福
島
県
郡
山
市
字
城
清
水
23番
地
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
21年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(庶
務
課
)

福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
公
告
第
１
号

い
わ
き
中
央
警
察
署
放
置
車
両
確
認
事
務
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の

で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６

第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)

第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
21年
２
月
20日

福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
長
折
笠

寛
１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
い
わ
き
中
央
警
察
署
放
置
車
両
確
認
事
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
21年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
の
管
轄
区
域

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
入
札
参
加
資
格
制
限
措
置
又
は
指
名
停
止

を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
会
社
更
生
法
(平
成
14年

法
律
第
154号

)
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て

い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
(平
成
11年

法
律
第
225号

)
の
規
定
に
よ
る
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い

る
者
に
あ
っ
て
は
､
当
該
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
に
､
こ
の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
現
に
法
人
税
､
法
人
事
業
税
､
法
人
県
民
税
､
自
動
車
税
､
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に

社
会
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
純
資
産
1,000万

円
以
上
の
株
式
会
社
若
し
く
は
正
味
財
産
1,000万

円
以
上
の
法
人
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
法
人
の
設
立
の
日
か
ら
当
該
入
札
の
日
ま
で
３
年
を
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
仕
様
書
に
定
め
る
業
務
内
容
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
し
得
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
ま
で
に
道
路
交
通
法
(昭
和
35年

法
律
第
105号

)
第
51条

の
８
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
福
島
県
公
安
委
員
会
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
｡
た
だ
し
､
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
｡

ア
道
路
交
通
法
第
51条
の
９
の
規
定
に
よ
る
福
島
県
公
安
委
員
会
の
適
合
命
令
を
受
け
て
お
り
､

当
該
命
令
に
係
る
必
要
な
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
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福
島
県
収
用
委
員
会

イ
道
路
交
通
法
第
51条
の
10各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
21年
３
月
６
日
(金
)

午
後
５
時
30分
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の

確
認
を
受
け
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
973-8601

福
島
県
い
わ
き
市
内
郷
御
厩
町
四
丁
目
148番

地
福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
庶
務
課

電
話
0246-26-2121

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
２
月
27日

(金
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
福
島

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
４
階
(福
島
県
福
島
市
町
庭
坂
字
大
原
１
番
１
号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
３
月
23日

(月
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
い

わ
き
中
央
警
察
署
３
階
大
会
議
室

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
21年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(庶
務
課
)

福
島
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の

者
に
送
達
す
べ
き
次
の
書
類
は
、
当
収
用
委
員
会
書
記
室(

福
島
県
土
木
部
土
木
総
室
土
木
総
務
課
用

地
室)

に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
の
で
、
出
頭
の
上
そ
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
県
収
用
委
員
会

会

長

渡

�

健

壽

一

書
類
の
名
称

平
成
二
十
一
年
二
月
十
二
日
付
け
明
渡
裁
決
に
係
る
裁
決
書
の
正
本

二

書
類
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏

名

住

所

坪
井

健
二

不
明

平
成
一
〇
年
一
二
月
二
二
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

東
京
都
江
東
区
三
好
一
丁
目
一

番
二
号

株
式
会
社
渡
辺
電
務
社)

坪
井

勝
弘

不
明

平
成
一
七
年
一
二
月
二
八
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
鴇

子
字
三
合
二
四
七
番
地)

遠
藤

正
太
郎

不
明

矢
吹

金
光

不
明

平
成
一
四
年
一
一
月
六
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
八
丁
目

一
〇
番
一
六
号

田
口
荘
一
〇
号)

大
沼

政
治

不
明

平
成
一
一
年
一
一
月
二
九
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
西

山
字
鴇
子
沢
四
八
二
番
地)

國
井

善
一

不
明

平
成
一
二
年
八
月
二
三
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

埼
玉
県
大
宮
市
寿
能
町
一
丁
目

六
番
地

門
倉
コ
ー
ポ
二
〇
七)

歌
里

勝
也

不
明

平
成
一
八
年
五
月
二
二
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

埼
玉
県
蕨
市
南
町
四
丁
目
二
二

番
七
号

板
倉
荘
二
│
Ｃ
号)

山
口

政
弘

不
明
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福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

福
海
す
く
い

２
１
第

号

←
40セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
→

→

20セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

←

(

住
民
票
の
住
所

埼
玉
県
蕨
市
中
央
五
丁
目
一
六
番
一
三
号

正
和
コ
ー

ポ
一
〇
一
号)

佐
藤

一
男

不
明

平
成
一
二
年
一
二
月
二
六
日
職
権
消
除

(

職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

埼
玉
県
志
木
市
幸
町
三
丁
目
二

二
番
一
三
号)

佐
藤

定
子

不
明

(

住
民
票
の
住
所

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
北
方
字
田
麦
一
四
四
番
地)

関
根

丈
央

不
明

平
成
八
年
一
二
月
一
七
日
職
権
消
除

(
職
権
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
最
終
住
所
地

茨
城
県
猿
島
郡
総
和
町
大
字
女

沼
五
三
八
番
地
の
六)

上
遠
野

幸
吉

不
明

(

住
民
票
の
住
所

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
西
山
字
川
向
一
四
一
番
地)

三

そ
の
他

前
記
書
類
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
を
も
っ
て
送
達
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

(

土
木
総
務
課
用
地
室)

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
一
号

福
島
県
の
地
先
海
面
に
お
け
る
す
く
い
網
漁
業
に
つ
い
て
、
漁
業
法(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

六
十
七
号)

第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

前

田

幸

徳

一

操
業
の
承
認

お
き
あ
み
又
は
い
か
な
ご
を
対
象
と
し
た
す
く
い
網
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
す

る
船
舶
ご
と
に
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会(

以
下｢

委
員
会｣

と
い
う
。)

の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
自
家
用
釣
餌じ

料
を
採
捕
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
も
す
く
い
網
漁
業

の
た
め
だ
け
に
使
用
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

承
認
の
対
象
漁
船

す
く
い
網
漁
業
に
係
る
操
業
の
承
認
の
対
象
船
舶
は
、
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
未
満
と
す
る
。

三

操
業
期
間

操
業
期
間
は
、
お
き
あ
み
を
対
象
と
し
て
操
業
す
る
場
合
は
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
同
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
、
い
か
な
ご
を
対
象
と
し
て
操
業
す
る
場
合
は
同
年
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

四

制
限
又
は
条
件

１

操
業
の
禁
止
区
域

次
に
掲
げ
る
海
域
で
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

�

お
き
あ
み
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
取
締
規
則
第
四
条
第
二
項
た

だ
し
書
の
漁
業
、
海
域
及
び
期
間
を
指
定
す
る
等
の
件(

昭
和
三
十
八
年
農
林
省
告
示
第
五
百

一
号)

の
表
の
五
の
中
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
規
定
さ
れ
た
海
域
を
除
く
福
島
県
の
海
域

�

い
か
な
ご
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
�
の
海
域
及
び
最
大
高
潮
時
に
お
け
る
富
岡
川
河
口
中

央
か
ら
正
東
の
線
以
南
の
福
島
県
の
海
域(

県
外
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
�
の
海
域
及
び
最
大
高

潮
時
に
お
け
る
新
田
川
河
口
中
央
か
ら
正
東
の
線
以
南
の
福
島
県
の
海
域)

２

承
認
証
の
備
付
け
及
び
標
識
の
表
示

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
に
際
し
、
別
に
定
め
る
承
認
証
を
船
内
に
備
え
付
け
、
次

に
掲
げ
る
標
識
を
船
舶
の
船
橋
の
両
側
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

操
業
の
協
定

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
漁
場
に
お
い
て
他
種
漁
業
と
の
競
合
又
は
操
業
上
の
紛
争
が
生

じ
た
と
き
は
、
関
係
者
と
操
業
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
操
業
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
競
合
又
は
紛
争
の
生
じ
な
い
漁
場
に
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

漁
獲
成
績
の
報
告

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
終
了
後
一
月
以
内
に
別
に
定
め
る
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

承
認
の
取
消
し

こ
の
指
示
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

六

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

と
す
る
。

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
二
号

福
島
県
の
地
先
海
面
に
お
け
る
こ
う
な
ご
電
気
棒
受
網
漁
業
に
つ
い
て
、
漁
業
法(

昭
和
二
十
四
年

法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

前

田

幸

徳

一

操
業
の
承
認

こ
う
な
ご
電
気
棒
受
網
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
す
る
船
舶
ご
と
に
福
島
海
区
漁
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福
海
こ
う
な
ご

２
１
第

号

←
40セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
→

→

20セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

←

業
調
整
委
員
会(

以
下｢

委
員
会｣

と
い
う
。)

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

承
認
の
対
象
漁
船

こ
う
な
ご
電
気
棒
受
網
漁
業
に
係
る
操
業
の
承
認
の
対
象
船
舶
は
、
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
未
満
と

す
る
。

三

操
業
期
間

操
業
期
間
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。

四

制
限
又
は
条
件

１

操
業
の
禁
止
区
域

次
に
掲
げ
る
海
域
で
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

夏
井
川
磐
城
舞
子
橋
中
央
点
か
ら
正
東
の
線
以
南
の
福
島
県
の
海
域(

県
外
船
舶
に
あ
っ
て
は
、

夏
井
川
磐
城
舞
子
橋
中
央
点
か
ら
正
東
の
線
以
南
の
福
島
県
の
海
域
及
び
小
型
機
船
底
び
き
網
漁

業
取
締
規
則
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
漁
業
、
海
域
及
び
期
間
を
指
定
す
る
等
の
件(

昭
和
三

十
八
年
農
林
省
告
示
第
五
百
一
号)
の
表
の
五
の
中
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
規
定
さ
れ
た
海
域
を
除

く
。
福
島
県
の
海
域

２

承
認
証
の
備
付
け
及
び
標
識
の
表
示

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
に
際
し
、
別
に
定
め
る
承
認
証
を
船
内
に
備
え
付
け
、
次

に
掲
げ
る
標
識
を
船
舶
の
船
橋
の
両
側
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

操
業
の
協
定

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
漁
場
に
お
い
て
他
種
漁
業
と
の
競
合
又
は
操
業
上
の
紛
争
が
生

じ
た
と
き
は
、
関
係
者
と
操
業
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
操
業
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
競
合
又
は
紛
争
の
生
じ
な
い
漁
場
に
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

漁
獲
成
績
の
報
告

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
終
了
後
一
月
以
内
に
別
に
定
め
る
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

承
認
の
取
消
し

こ
の
指
示
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

六

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

と
す
る
。
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